
社外取締役メッセージ

Profile
東洋工業株式会社（現・マツ
ダ株式会社）、株式会社本田
技術研究所で自動車の開発
に携わった後、本田技研工業
株式会社で自動車開発の責
任者および開発プロセス改
革の推進役を担う。2024年
からフルサト・マルカホール
ディングス株式会社、新田ゼ
ラチン株式会社の社外取締
役を務め、2025年6月に当社
社外取締役就任。

私は長年にわたり、自動車メーカーにおいて開発業務や開発プロセス改革に携わり、さまざ

まな課題の解決に取り組みました。こうした自動車業界での経験を通じて得た知見は、オート

オークション業界に属するUSSにおいても十分活かせるものと考えています。昨今、自動車そ

のものが「知能化」や「電動化」といった技術革新によって大きく変化しつつあります。それに

よって将来的には自動車業界全体のサプライチェーンも大きく変化し、当社事業にも影響を

与えることが予測されます。こうした外部環境の大きな変化の中で当社が確実に成長していく

ためには、既存事業の盤石化と新規事業の確立が重要です。

既存事業については、なによりもお客様の信頼を獲得し続けることが大切です。当社はこれ

まで、高い車両検査技術を持つ人材の育成、先進的なIT技術の導入、最新設備を持つ会場の

設置など、「公平・公正で利便性の高いオートオークション」を実現するために真摯に取り組ん

できました。長年にわたる安定した業績は、こうした取り組みに対してお客様から高く評価さ

れている証と言ってよいでしょう。今後、お客様価値の向上施策に加えて、それを支える従業

員一人ひとりが働く喜びを感じられる職場づくりも支援していきたいと思います。

新規事業に関しては、近年、循環型社会の実現に向けた取り組みが強く求められていること

を踏まえ、当社が持つリサイクル関連の事業ノウハウの重要性がますます増していくと考えて

います。私自身も、長く自動車のリユースやリサイクルに関心を持ち、その動向を追い続けて

きました。その知見を活かしてリサイクル事業の成長に貢献していきたいと思います。

自動車業界での経験を活かして持続的な成長に貢献していきます。

私は40年にわたりIT業界に身を置き、システム構築・運用保守からDX推進支援まで、幅広い

分野に携わってきました。現場でのプロジェクトマネージャー経験に加え、執行役員やグループ

会社の代表取締役社長として経営にも関わってきたことで、人材の育成や組織づくりの深い

知見を得ました。このたびUSSの社外取締役に就任し、特にIT活用と人的資本経営の観点

から、さらなる成長に貢献できるよう尽力していきます。

最適なIT活用とDX推進は、いまやあらゆる事業において欠かせない要素です。当社のオー

トオークション事業においても、先進的なITシステムの導入により、お客様と従業員双方の

利便性を向上し続けています。インターネットを活用した、全国どこからでもオークションに

参加できるビジネスモデルの構築は革新的といえます。近年、当社ではシステムの入れ替えな

どのDX推進に注力しており、私のこれまでの経験やスキルを活かし、その歩みに貢献していき

たいと考えています。

一方で、テクノロジーが進化しても、それを活用するのは「人」です。持続的な成長を実現し

ていくためには人的資本経営が重要です。女性をはじめすべての従業員の多様性が尊重され、

生き生きと働くことができる企業風土づくりに取り組んでいきたいと考えています。その実現

に向けて、まずは、オープンかつ積極的なコミュニケーションによって経営陣同士の相互理解

を深めていきます。また、課題を明確に認識するために現場にも足を運び、解決策や今後の

方針について提言していきたいと思います。

最適なIT活用と人的資本経営を実現していきます。

Profile
日本アイ・ビー・エム株式会
社で、金融業界向けのシステ
ム構築に携わる。同社執行
役員やグループ会社の社長
を経て、DX推進の知見を活
かし企業経営に関与。大阪
大学ダイバーシティ＆インク
ルージョンセンターの招へい
教授として、女性活躍推進や
ダイバーシティ推進にも取り
組む。2025年6月に当社社外
取締役就任。

私はこれまで、営業、事業推進、販売促進、ブランディング、PR、ダイバーシティといった多

岐にわたる分野で経験を積んできました。そうした中で、戦略の構築と実行、そして組織全体

の変革を実現するためのノウハウを培ってきたことは、私にとって貴重な資産となっています。

これらの経験を活かし、USSのガバナンスの強化と長期的な成長戦略の策定、組織文化の

変革に寄与していきたいと考えています。

まず、ガバナンスの面では、長期的な企業価値の向上に欠かせないリスク管理の徹底を重

視しています。社外取締役として独立した立場から経営陣に対するチェック機能を果たし、意

思決定プロセスの透明性を高めていきます。次に、長期的な成長戦略については、急速に変化

する市場環境の中で、従来の枠にとらわれない新たな事業機会を創出し、オムニチャネルを

はじめとする先進的な施策によって競争優位性の強化に向け支援したいと思います。

また、ダイバーシティ推進や企業風土改革に取り組んできた経験を活かし、多様なバックグ

ラウンドを持つ従業員それぞれが存分に力を発揮できる環境づくりに寄与できるよう、お客様

と会社、および経営と現場の架け橋として、多角的な視座を提供していきます。

当社の透明性と公平性を重視した経営理念に共感するとともに、私自身も独立した立場か

ら公正かつ誠実なアドバイスを行い、取締役会の一員として企業価値の向上と持続的な成長

の実現に尽力していきます。

経営と現場の架け橋となり、組織文化の変革に寄与していきます。

Profile
三井不動産商業マネジメント
株式会社で「三井ショッピン
グパーク ららぽーと」の事業
推進、MDプランニング、営業、
運営管理、販売促進を担う。
2015年に同グループ最大規
模の「ららぽーとTOKYO-
BAY」所長、2019年に三井不
動産グループ初の女性執行
役員に就任。2025年6月に
当社社外取締役就任。

社外取締役

氏高橋 尚男
社外取締役

氏西島 悦子
社外取締役

氏曽和 信子

ガバナンス

53 54USS Integrated Report 2025 USS Integrated Report 2025



社外取締役メッセージ

Profile
東洋工業株式会社（現・マツ
ダ株式会社）、株式会社本田
技術研究所で自動車の開発
に携わった後、本田技研工業
株式会社で自動車開発の責
任者および開発プロセス改
革の推進役を担う。2024年
からフルサト・マルカホール
ディングス株式会社、新田ゼ
ラチン株式会社の社外取締
役を務め、2025年6月に当社
社外取締役就任。

私は長年にわたり、自動車メーカーにおいて開発業務や開発プロセス改革に携わり、さまざ

まな課題の解決に取り組みました。こうした自動車業界での経験を通じて得た知見は、オート

オークション業界に属するUSSにおいても十分活かせるものと考えています。昨今、自動車そ

のものが「知能化」や「電動化」といった技術革新によって大きく変化しつつあります。それに

よって将来的には自動車業界全体のサプライチェーンも大きく変化し、当社事業にも影響を

与えることが予測されます。こうした外部環境の大きな変化の中で当社が確実に成長していく

ためには、既存事業の盤石化と新規事業の確立が重要です。

既存事業については、なによりもお客様の信頼を獲得し続けることが大切です。当社はこれ

まで、高い車両検査技術を持つ人材の育成、先進的なIT技術の導入、最新設備を持つ会場の

設置など、「公平・公正で利便性の高いオートオークション」を実現するために真摯に取り組ん

できました。長年にわたる安定した業績は、こうした取り組みに対してお客様から高く評価さ

れている証と言ってよいでしょう。今後、お客様価値の向上施策に加えて、それを支える従業

員一人ひとりが働く喜びを感じられる職場づくりも支援していきたいと思います。

新規事業に関しては、近年、循環型社会の実現に向けた取り組みが強く求められていること

を踏まえ、当社が持つリサイクル関連の事業ノウハウの重要性がますます増していくと考えて

います。私自身も、長く自動車のリユースやリサイクルに関心を持ち、その動向を追い続けて

きました。その知見を活かしてリサイクル事業の成長に貢献していきたいと思います。

自動車業界での経験を活かして持続的な成長に貢献していきます。

私は40年にわたりIT業界に身を置き、システム構築・運用保守からDX推進支援まで、幅広い

分野に携わってきました。現場でのプロジェクトマネージャー経験に加え、執行役員やグループ

会社の代表取締役社長として経営にも関わってきたことで、人材の育成や組織づくりの深い

知見を得ました。このたびUSSの社外取締役に就任し、特にIT活用と人的資本経営の観点

から、さらなる成長に貢献できるよう尽力していきます。

最適なIT活用とDX推進は、いまやあらゆる事業において欠かせない要素です。当社のオー

トオークション事業においても、先進的なITシステムの導入により、お客様と従業員双方の

利便性を向上し続けています。インターネットを活用した、全国どこからでもオークションに

参加できるビジネスモデルの構築は革新的といえます。近年、当社ではシステムの入れ替えな

どのDX推進に注力しており、私のこれまでの経験やスキルを活かし、その歩みに貢献していき

たいと考えています。

一方で、テクノロジーが進化しても、それを活用するのは「人」です。持続的な成長を実現し

ていくためには人的資本経営が重要です。女性をはじめすべての従業員の多様性が尊重され、

生き生きと働くことができる企業風土づくりに取り組んでいきたいと考えています。その実現

に向けて、まずは、オープンかつ積極的なコミュニケーションによって経営陣同士の相互理解

を深めていきます。また、課題を明確に認識するために現場にも足を運び、解決策や今後の

方針について提言していきたいと思います。

最適なIT活用と人的資本経営を実現していきます。

Profile
日本アイ・ビー・エム株式会
社で、金融業界向けのシステ
ム構築に携わる。同社執行
役員やグループ会社の社長
を経て、DX推進の知見を活
かし企業経営に関与。大阪
大学ダイバーシティ＆インク
ルージョンセンターの招へい
教授として、女性活躍推進や
ダイバーシティ推進にも取り
組む。2025年6月に当社社外
取締役就任。

私はこれまで、営業、事業推進、販売促進、ブランディング、PR、ダイバーシティといった多

岐にわたる分野で経験を積んできました。そうした中で、戦略の構築と実行、そして組織全体

の変革を実現するためのノウハウを培ってきたことは、私にとって貴重な資産となっています。

これらの経験を活かし、USSのガバナンスの強化と長期的な成長戦略の策定、組織文化の

変革に寄与していきたいと考えています。

まず、ガバナンスの面では、長期的な企業価値の向上に欠かせないリスク管理の徹底を重

視しています。社外取締役として独立した立場から経営陣に対するチェック機能を果たし、意

思決定プロセスの透明性を高めていきます。次に、長期的な成長戦略については、急速に変化

する市場環境の中で、従来の枠にとらわれない新たな事業機会を創出し、オムニチャネルを

はじめとする先進的な施策によって競争優位性の強化に向け支援したいと思います。

また、ダイバーシティ推進や企業風土改革に取り組んできた経験を活かし、多様なバックグ

ラウンドを持つ従業員それぞれが存分に力を発揮できる環境づくりに寄与できるよう、お客様

と会社、および経営と現場の架け橋として、多角的な視座を提供していきます。

当社の透明性と公平性を重視した経営理念に共感するとともに、私自身も独立した立場か

ら公正かつ誠実なアドバイスを行い、取締役会の一員として企業価値の向上と持続的な成長

の実現に尽力していきます。

経営と現場の架け橋となり、組織文化の変革に寄与していきます。

Profile
三井不動産商業マネジメント
株式会社で「三井ショッピン
グパーク ららぽーと」の事業
推進、MDプランニング、営業、
運営管理、販売促進を担う。
2015年に同グループ最大規
模の「ららぽーとTOKYO-
BAY」所長、2019年に三井不
動産グループ初の女性執行
役員に就任。2025年6月に
当社社外取締役就任。

社外取締役

氏高橋 尚男
社外取締役

氏西島 悦子
社外取締役

氏曽和 信子

ガバナンス

53 54USS Integrated Report 2025 USS Integrated Report 2025




